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【手段（事業内容・どのようなことを行うのか）】

【事業開始のきっかけや他市の状況など】【めざす姿（意図・どのような状態になるのか）】

事業期間

事業の区分

目項
根拠法令

総合計画実施計画策定及び行政評価シート

款
会計

事務事業名

総合計画体系

要求区分
予 算 科 目

■事業費

財
国　 　庫　 　支　 　出　 　金

対象年度

事業

担当課係等

【対象（だれに対して・何に対して行うのか）】

【事業をとりまく環境の変化】

考

備

予算事業名

R05年度

0

0

0

0

0

0

0

R06年度

0

0

0

0

0

0

0
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有機農産物への関心の向上とともに、農業に関心があり都市部から移
住する若者が増えつつある。

〇農地の確保や有機農業等実施の準備を行
 うとともに、隊員を募集する。
〇農業人フェアへの出店、研修会への参加
 〇市要項制定、交付に係る事務手続

【令和 7年度　事業内容】
〇隊員による有機農業等の実践
〇有機農業についての助言・指導
隊員数：３名
〇農業人フェアへの出店、研修会への参加
 〇市要項制定、交付に係る事務手続

【令和 8年度　事業内容】
〇隊員による有機農業等の実践
〇有機農業についての助言・指導
隊員数：３名
〇農業人フェアへの出店、研修会への参加
 〇市要項制定、交付に係る事務手続

【令和 9年度　事業内容】

〇地域おこし協力隊を活用し、有機農業その他の環境にやさしい農業
（有機農業等）を推進する。
〇茨城県が実施する「いばらきオーガニックステップアップ事業のう
ち有機JAS認証取得支援事業」を、有機JAS認証取得希望者へ案内し、
事務手続きを行う。
〇日本農業実践学園の講師その他専門技術的な知見を有する者を招い
て有機農業等に関する講演会を行う。
〇有機農業等を実践する者を確保するために、新・農業人フェアに出
店する。
〇有機農業等に関する情報収集その他の調査活動をするため、研修会
等へ参加する。

環境共生型農業推進事業

金額 ( 千円 ) 金額 ( 千円 )

〇地域おこし協力隊員、移住を検討している都市住民、地域住民
〇有機JAS認証取得希望者

11

園芸振興事業費

主要事業(６次総非掲載)

01
06

新規　（令和 7年度～　　  年度）

有機農産物への意識の高まりにより、有機農業を行おうとする生産者
が増えることが予想されている。

01

有機農業をはじめとした環境にやさしい農業を実践するとともに、有
機JAS認証取得の助成、専門技術的な知見を有する者を招いて講演会
の開催や技術的助言を得ることにより農業技術を向上させ、もって有
機農産物を用いた学校給食の提供を目指す。

04

令和 7年度

歴史と自然を育み　にぎわいと活力ある産業を目指そう

特色ある農業の振興と活性化

活力ある産地の育成 農政課

農業係

経常経費



種類

■指標

活動

指標

指　標　名 単　位

目標

目標

目標

指標

成果

目標

実績

実績

実績

実績

■事業評価

■方向性

２次評価（２次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

１次評価（１次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

R05年度 R06年度 R07年度

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　□改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　□予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　□改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　□予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

方向性の具体的内容

企画調整会議の意見・考え方（１次評価者と同じ場合も記入）

必要性

妥当性

効率性

公平性

有効性

進捗度

総合評価

対応策提言等

事業の必要性

実施主体の妥当
性

手段の妥当性

コストの効率性
・人員効率

受益者の偏り

成果向上の余地

事業の進捗

上記評価を踏まえて事業全体について評価し、問題点・課題等を指摘してください

この事業を今後どのように改善・改革をしていきますか

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

新規事業事前評価シート


